
                             令和３年１１月４日

  

                                  ふるさと教育
【地域課題探究型学習推進事業】

土木研究所自然共生研究センターの実験河川・

世界淡水魚園水族館（アクア・トトぎふ）で活動を行いました！

【土木研究所自然共生研究センターの実験河川での活動】
流れが急な川でも魚が上流と下流を行き来できるようにすることを目的に、令和３年８

月４日に実験河川の約５０cm の落差に高校生の手で積める石を積んで魚道を作る実験を行
いました。
今回１０月１日に、その石積みによる魚道の効果を検証するために、実験河川を訪問しまし
た。魚道を作って魚が上流に登れるようにすることによって、魚道を作る前に比べ上流でも
魚の種類や量が増えました。

電気ショッカーで魚が捕れる様子や、水中に電流を流して、魚をたくさん飛び跳ねさせて
捕獲する様子を参加した生徒に見せていただきました。生徒は、とても驚いた様子で貴重な
体験ができました。

ブルーギルという魚です！      電気ショッカーで魚を捕る様子です。
                     ※研究センター内で、特別に使用が
                      許可されています。



【世界淡水魚園水族館（アクア・トトぎふ）での活動】
午後からは、研究センターの研究員の方々とその保全「アクア・トトぎふ」を訪れました。

長良川の上流から下流に生息する魚類を観察しながら、研究員の方々から解説をしていた
だき、魚の生態について学びました。

〈生徒の感想〉
何かの研究結果を発表する際には、一回の結果だけではなく、多くの実験やデータを集め

て、確証を得てから発表することが必要だということを知りました。ゼミ活動で発表する際
にもこのことを意識して活動していきたいです。

アクア・トトでは、研究員の方に魚の特徴や生態を質問して、魚についての知識を増やす
ことができました。

アクア・トト入口前にて      なかなか見られない魚を見ました！

本活動は、多治見ロータリークラブ、河川基金、多治見市土岐川観察館、たじみの自然展実
行委員会、土木研究所自然共生研究センターの支援を受けて実施しています。ご支援ありが
とうございます。
        
                            担当：山岡隆太・下総郁子


